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第 45 号 

同窓生のご支援・ご協力に感謝の心を込めて計画しました、 

是非皆様方のご来校をお待ちしています。 

同窓の皆様、母校見学会と大学祭へ 
参加しませんか！ 

同窓の皆様、母校見学会と大学祭へ 
参加しませんか！ 
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１
３
０
周
年
記
念
合
同
教
育
棟
（
Ｅ
棟
）

は
、
本
会
報
で
詳
し
く
紹
介
し
ま
し
た
。
Ｅ

棟
は
本
年
３
月
に
完
成
し
、
４
月
か
ら
使
用

が
開
始
さ
れ
、
動
物
科
学
科
（
旧
畜
産
学

科
）、
食
品
科
学
科
（
旧
食
品
工
学
科
）、
獣

医
保
健
看
護
学
科
が
移
転
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
生
の
厚
生
施
設
で
あ
る
ク
ラ
ブ

関
連
施
設
の
武
道
場
を
は
じ
め
充
実
し
た
施

設
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
の
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
を
始
め

１５

と
し
て
、
図
書
館
、
体
育
館
な
ど
次
々
と
竣

工
し
、
母
校
の
今
日
の
変
貌
ぶ
り
に
は
驚
か

さ
れ
ま
す
。
こ
の
Ｅ
棟
の
完
成
に
よ
っ
て
、

ほ
ぼ
大
学
と
し
て
の
体
裁
が
整
い
ま
し
た
。

是
の
機
会
に
母
校
の
発
展
と
武
蔵
境
の
街
の

変
わ
り
様
を
確
か
め
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

施
設
の
規
模
が
大
き
く
な
り
、
今
後
大
学

全
体
を
見
学
で
き
る
機
会
は
少
な
く
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
学
・
同
窓
会
・

学
祭
実
行
委
員
会
の
協
賛
で
日
獣
祭
期
間
に

同
窓
生
に
来
て
頂
く
催
し
を
企
画
致
し
ま
し

た
。

期日：平成２６年１１月２日（日）　大学祭当日

見学：合同教育棟とクラブ関連施設をはじめ、

動物医療センターなど

大学祭：研究室の研究成果紹介、クラブ関連の

成果発表

　　　　好評のドッグショー、武道関係の演舞

会が行われます。

同窓会ブース：Ｅ棟一階に休憩室を用意します。

　この機会に研究室、クラブのＯＢ会等を計画
されてはいかがでしょうか。是非お誘い合わせ
の上ご来校してください。
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母校見学会

三部のＯＢ会により道場開きが開催されます。

式典・懇親会
平成２６年１０月１１日（土）　午後３時～
集合場所：武道場

詳細については各クラブＯＢ会から案内を差し
上げます。

柔道部、剣道部、空手部の道場開き
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同
窓
会
会
員
の
皆
さ
ま
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
成　
２６

年
度
早
々
、
消
費
税
の
増
税
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
妥
結
が
さ

さ
や
か
れ
、
農
業
・
畜
産
関
係
に
従
事
さ
れ
て
い
る

同
窓
生
の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り
か
と
思
う
と
、
励

ま
し
の
言
葉
も
み
つ
か
り
ま
せ
ん
。
こ
の
時
勢
を
乗

り
切
る
に
は
、
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
。

　

同
窓
会
の
平
成　

年
度
事
業
は
、
基
幹
事
業
の
遂

２６

行
と
当
該
年
度
に
限
っ
た
事
業
と
し
て
以
下
の
事
業

を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

一
、
合
同
教
育
棟
の
見
学
会

　

一
、
同
窓
会
員
名
簿
の
発
行

　

一
、
同
窓
会
報　

号
の
７
月　

日
発
行

４５

１５

　

１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
合
同
教
育
棟
は
、
多
く

の
会
員
か
ら
の
ご
寄
付
を
頂
き
本
年
３
月
に
完
成

し
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
の
主
催
で
竣
工
式
と

祝
賀
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

待
望
の
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
教
育
環
境
施
設

は
、
他
学
科
と
同
等
な
教
育
・
研
究
を
行
え
る
施
設

の
確
保
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
か
ら
第
二
校
舎
に
在
っ
た
応
用
生
命
科

４４

学
部
の
食
品
科
学
科
は
、
懸
案
で
あ
っ
た
同
じ
学
部

の
動
物
科
学
科
と
合
同
教
育
棟
に
移
転
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
学
部
の
円
滑
な
運
営

と
共
に
教
育
・
研
究
の
整
備
が
さ
れ
、
一
層
の
成
果

が
上
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

合
同
教
育
棟
に
は
、
日
本
医
科
大
学
の
基
礎
科
学

課
程
が
川
崎
の
新
丸
子
か
ら
移
転
し
て
き
ま
し
た
。

同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
二
大
学
の
教
学
が
４
月
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
が
、
両
大
学
に
と
っ
て
相
加
で
な
く

相
乗
作
用
に
働
く
も
の
と
今
後
が
非
常
に
楽
し
み
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
館
は
主
に
事
務
関
係
の
施
設
で
し
た

が
、
合
同
教
育
棟
に
大
学
の
運
営
に
係
わ
る
事
務

部
、
学
長
室
な
ど
が
移
転
し
ま
す
。

　

度
々
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、地
下
部
に
は
、

素
晴
ら
し
い
学
生
の
福
利
厚
生
施
設
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
関
連
施
設
は
武
道
場
、
卓
球
場
、

ダ
ン
ス
フ
ロ
ア
、
フ
ッ
ト
サ
ル
等
も
行
え
る
多
目
的

用
途
施
設
で
、
日
医
大
生
と
共
用
す
る
施
設
で
す
。

　

こ
の
合
同
教
育
棟
の
事
業
に
ク
ラ
ブ
関
連
施
設
の

新
設
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
学
友
会
体
育
会
関

係
会
員
に
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
寄
付
を
応
援
し

て
頂
け
れ
ば
と
、
体
育
会
会
長
の
Ｏ
Ｂ
の
方
に
募
金

の
発
起
人
を
お
願
い
し
て
快
諾
を
頂
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
方
々
の
支
援
・
協
力
で
大
変
立
派
な
学
生

福
利
厚
生
施
設
の
完
成
を
み
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
合
同
教
育
棟
と
武
道
場
を
含
め
た
ク
ラ
ブ
施
設

な
ど
の
見
学
会
を
催
す
計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
見
学
会
は
、
関
係
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
に
限
ら
ず
全
同
窓

生
が
対
象
と
な
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
節
は
是
非
と
も

母
校
に
足
を
運
ん
で
下
さ
い
。

　

同
窓
会
か
ら
会
員
の
皆
様
に
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
は
、
同
窓
会
と
し
て
大
事
な
責
務
で
あ
る
と
考

え
、
数
年
前
か
ら
ウ
エ
ヴ
サ
イ
ト
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
）
を
開
設
し
伝
達
媒
体
と
し
て
、
多
い
に
活
用
し

て
参
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
先
般
同
窓
会
ウ
エ
ブ
サ

イ
ト
に
突
然
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
現
在
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
情
報
の
豊
富
さ
、
伝
達
の

速
さ
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
情
報
提
供
の
手

段
と
し
て
の
役
割
は
と
て
も
有
効
で
し
た
。
今
後
、

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
、
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
な
い
安
全
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る

業
者
と
の
契
約
を
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
会
員
に
送
付
し
て
お
り
ま
す
会
報
は
、
作

成
・
発
送
な
ど
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
情
報
の
伝

達
方
法
と
し
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
と
は
異
な
っ
た
良
さ
が

あ
り
ま
す
。
本
年
度
は
試
行
と
し
て
同
窓
会
会
報
を

２
回
発
行
す
る
予
定
で
す
。
来
年
度
か
ら
は
、
年
２

回
の
発
行
が
継
続
可
能
か
否
か
予
算
面
、
編
集
作
業

の
負
担
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
１
０
年
、
同
窓
会
員
名
簿
を
送
付
先
が
明
確

な
同
窓
生
全
員
に
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

名
簿
は
、
従
来
４
年
毎
に
作
成
し
同
窓
会
費
の
納

入
者
に
限
っ
て
届
け
て
き
ま
し
た
。
１
３
０
周
年
記

念
号
の
名
簿
に
つ
い
て
は
全
会
員
に
お
送
り
し
大
変

好
評
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
本
年
度
も
前
回
と

同
様
会
費
納
入
者
と
限
定
し
な
い
で
皆
様
の
お
手
元

に
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

　

同
窓
会
の
大
き
な
使
命
は
、
個
人
情
報
保
護
規
定

を
遵
守
し
た
名
簿
管
理
に
努
め
、
正
し
い
会
員
名
簿

を
把
握
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は

正
確
な
名
簿
作
成
に
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。
氏

名
・
住
所
な
ど
の
変
更
は
、
個
人
の
申
告
に
よ
り
ま

す
。
変
更
等
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
、
早
急
に
同
窓
会

本
部
事
務
局
へ
お
届
け
下
さ
い
。

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
付
属
動
物
医
療
セ
ン

タ
ー
と
同
窓
生
開
業
獣
医
師
の
「
連
携
病
院
制
度
」

の
実
施
要
項
は
、
会
報
第　

号
に
詳
細
に
紹
介
し
ま

４４

し
た
。
同
時
に
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
た
の

で
す
が
、
前
記
し
ま
し
た
よ
う
に
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
動
物
臨
床
獣
医
師
の
同
窓
生
か
ら
、
母
校
の
臨

床
セ
ン
タ
ー
の
門
戸
を
も
っ
と
開
い
て
欲
し
い
等
の

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
同
窓
会
か
ら
母
校

の
臨
床
の
先
生
方
に
個
人
病
院
の
実
情
に
理
解
を
示

し
て
頂
き
た
い
と
お
願
い
し
、
本
制
度
の
運
び
に
な

り
ま
し
た
。

　

連
携
動
物
病
院
制
度
の
目
的
は
、
個
人
開
業
病
院

と
母
校
の
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
が
相
互
に
連
携
し
、

効
率
的
で
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
獣
医
療
環
境
の
構

築
に
務
め
、
動
物
医
療
の
充
実
・
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
本
制
度
を
設
け
ま
し
た
。

　

連
携
制
度
は
、
医
学
、
歯
学
系
大
学
が
、
開
業
医

と
連
携
制
度
を
結
び
、
相
互
に
益
を
得
て
大
変
好
評

の
よ
う
で
す
。
獣
医
の
開
業
病
院
も
医
系
と
同
様
、

畜
主
さ
ん
が
病
院
を
選
ぶ
時
代
と
な
り
、
高
度
医
療

に
対
応
し
た
病
院
が
競
争
時
代
を
生
き
残
る
手
段
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

本
制
度
は
、
お
互
い
に
医
療
向
上
を
図
れ
る
こ
と

と
同
時
に
、
現
在
の
開
業
医
の
経
営
面
に
も
プ
ラ
ス

に
働
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

�連
携
内
容
迯
患
畜
紹
介
及
び
医
療
相
談

　
　

逆
紹
介
の
案
内

　
　

研
修
会
や
講
演
会
等
の
案
内
等

申
し
込
み
方
法
迯
申
請
書
を
同
窓
会
本
部
へ
郵
送　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
迯
〒
１
８
０
―
８
６
０

２　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
―
７
―
１

　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
事
務
局

月
〜
金　

午
前　

時
〜
午
後
４
時　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆

１０

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
２
２
―　

―
２
９
１
６

３３

  

連
携
動
物
病
院
制
度
の
実
施
概
要 

次
世
代
に
閘
げ
る
新
た
な
挑
戦
を
期
待

　
　
　
　
　
　
　

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

　

中　

條　

眞
二
郎
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平
成　

度
の
理
事
・
監
事
会
、
代
議
員
会
が
平
成

２６

　

年
７
月　

日
（
日
曜
日
）
に
、
母
校
に
お
い
て
開

２６

２０

催
さ
れ
ま
す
。
同
窓
会
会
則
に
基
づ
き
各
支
部
か
ら

選
出
さ
れ
た
今
年
度
の
代
議
員
に
は
、
す
で
に
議
案

書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
同
窓
会
の
よ
り
良
い
発
展
を
願
い
、
会
則

に
よ
る
会
費
納
入
会
員
数
が
代
議
員
選
出
条
件
を
満

た
し
て
い
な
い
支
部
に
は
、
支
部
代
表
の
参
加
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
中
に
理
事
・
監
事
会
、
午
後
か
ら

代
議
員
会
を
開
催
し
ま
す
。
代
議
員
会
の
終
了
後
に

懇
親
会
を
開
催
の
予
定
で
す
。

�

事
務
局　

川
村

　

宮
城
県
支
部
も
昨
年
創
立　

年
（
創
立
昭
和　

年

６５

２３

晩
秋
）
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
幾
多
の
諸
先
輩
が
築
か

れ
て
き
た
伝
統
と
歴
史
に
、
更
に
地
道
な
積
み
重
ね

を
果
た
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
、
支
部
会
員
一

同
、
同
じ
学
舎
に
学
ん
だ
郷
愁
を
胸
に
刻
み
、「
同

窓
の
灯
火
」
を
大
切
に
日
々
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
宮
城
県
支
部
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
ま
し
た

総
会
に
お
き
ま
し
て
、
永
き
に
亘
り
、
支
部
長
を
務

め
ら
れ
ま
し
た
、
大
岩
隆
先
生
（
大
学
３
期
）
が
後

進
に
道
を
譲
ら
れ
、
新
生
宮
城
支
部
が
誕
生
し
ま
し

た
。
新
た
な
支
部
長
に
、
佐
々
木
良
悦
先
生
（
大
学

  

宮
城
県
支
部
か
ら
の
便
り 

　

期
）
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

１０
　

大
岩
先
生
は
、
県
庁
退
職
後
民
間
機
関
に
務
め
ら

れ
、
こ
の
間
支
部
長
を
７
期　

年
努
め
ら
れ
、
ま

２１

た
、
本
部
評
議
員
・
理
事
職
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。
特
に
、
平
成　

年　

月
７
日
仙
台
市
で
開
催
さ

１９

１０

れ
ま
し
た
、「
第　

回
学
術
交
流
会
」
で
は
、
東
北

２３

北
海
道
地
区
大
会
会
長
と
し
て
、
そ
の
企
画
・
運
営

に
精
力
的
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
交
流
会
会
場
は

仙
台
市
内
で
も
特
に
有
名
な
会
場
で
し
た
が
、
手
腕

を
振
る
わ
れ
会
場
確
保
に
奔
走
さ
れ
ま
し
た
。
地
方

で
の
開
催
と
し
て
東
北
北
海
道
地
区
で
は
初
め
て
の

開
催
で
し
た
が
、
大
会
会
長
と
し
て
の
責
任
を
見
事

に
果
た
し
た
交
流
会
で
し
た
。
偏
に
大
岩
先
生
の
尽

力
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
大
岩
先
生
と
共
に
、
事
務
局
を
担
当
さ
れ

ま
し
た
、
高
橋
勝
一
先
生
（
大
学　

期
）
も
、
事
務

１９

局
長
と
し
て
、
約　

年
大
任
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

２０

本
当
に
宮
城
県
支
部
の
運
営
に
多
大
な
る
貢
献
を
果

た
さ
れ
た
大
岩
先
生
共
々
、
会
員
一
同
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

宮
城
県
支
部
も
、
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成　

年
３
月　

日
に
発
生
し
た
、「
東
日
本

２３

１１

大
震
災
」
で
は
、
全
国
か
ら
多
く
の
支
援
を
賜
り
ま

し
た
。
今
後
の
復
興
・
復
旧
が
県
民
の
大
き
な
課
題

で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
同
窓
会
の
方
向
性
・

同
窓
生
の
交
流
を
更
に
「
絆
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
同
時
に
、
全
国
関
係
各
方
面
の
同
窓
生

の
方
々
達
と
の
交
流
も
深
め
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
ご
指
導
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。 

�

大
学　

期
生　

田
所　

喬
樹

１６

　

私
達
が
入
学
し
た
の
は
昭
和　

年
東
京
オ
リ
ン
ピ

３９

ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
年
で
し
た
。

　

東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
、
経
済
が
高
度
成
長
に

入
る
時
期
で
し
た
。
し
か
し
、
３
畳
一
間
の
下
宿
で

自
炊
を
し
て
通
学
を
す
る
学
生
も
多
い
時
代
で
し

た
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
う
す
暗
い
下
宿
の
部
屋
で
将

来
の
夢
を
熱
く
語
り
明
か
す
日
々
で
し
た
。
そ
ん
な

多
感
な
青
春
時
代
を
武
蔵
野
で
過
ご
せ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和　

年
３
月
希

４３

望
に
胸
膨
ら
ま
せ
て
卒
業
し
、
全
国
各
地
に
散
っ
て

行
き
ま
し
た
。

　

私
達
の
会
の
名
称
は
大
学　

期
の
卒
業
な
の
で
そ

１６

れ
に
因
ん
で
�　

期
会
�
と
称
し
て
い
ま
す
。　

期

１６

１６

会
は
折
に
ふ
れ
て
東
京
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
東
京
・
吉
祥
寺
で
の
開
催
時
に
来
年
は
沖

２０

縄
県
で
と
云
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
沖
縄
在
住
の

同
期
生
に
お
世
話
に
な
り
、
沖
縄
の
美
し
い
海
を

見
、
沖
縄
料
理
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
に

献
花
を
し
、
意
義
あ
る
第
１
回
の
地
方
巡
業
（
？
）

は
大
成
功
で
し
た
。
以
後
は
地
方
持
ち
回
り
、
幹
事

は
開
催
県
の
同
期
生
が
担
当
、
２
泊
程
度
で
日
本
全

国
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
席
者
は
毎

回　

名
前
後
で
、
夫
婦
同
伴
の
出
席
も
４
、
５
組
見

３０
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
は
群
馬
県
迯
妙
義
の
紅
葉
が
美
し
か
っ

２２

た
。
平
成　

年
は
北
海
道
迯
北
の
大
地
の
広
か
っ
た

２３

こ
と
。
平
成　

年
は
大
阪
府
迯
さ
す
が
食
い
倒
れ
料

２４

理
が
美
味
く
、
奈
良
、
京
都
の
神
社
仏
閣
は
荘
厳
だ

  

１６
期
会
だ
よ
り 

  

毎
年
全
国
持
ち
回
り
で
同
期
会
を
開
催 

っ
た
。
平
成　

年
は
高
知
県
迯
南
国
高
知
は
龍
馬
一

２５

色
、
清
流
四
万
十
川
の
静
寂
。
そ
し
て
、
今
年
（
平

成　

年
）
は
東
京
で
開
催
予
定
で
す
、
新
し
い
東
京

２６
が
見
ら
れ
る
と
思
う
と
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
ま
た
、

久
し
振
り
に
母
校
も
見
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま

す
。
因
み
に
来
年
（
平
成　

年
）
は
山
梨
県
で
す
、

２７

母
校
の
富
士
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ー
ム
（
富
士
河
口
湖

町
）
の
宿
泊
研
修
施
設
を
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ

ば
あ
り
が
た
い
の
で
す
が
…
。　

　

と
も
あ
れ
、　

期
会
は
元
気
に
そ
し
て
楽
し
く
や

１６

っ
て
い
ま
す
。

　

お
わ
り
に
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
が

益
々
発
展
さ
れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
度 

同
窓
会
理
事
会
・

監
事
会
お
よ
び
代
議
員
会
を
開
催
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教
員
人
事 

�
　　

今
年
３
月
に
母
校
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
に
隣
接
し
、
母
校

創
立
１
３
０
周
年
記
念
事
業
の
合
同
教
育
棟
（
Ｅ

棟
）
が
竣
工
し
ま
し
た
。
ハ
ー
ド
面
で
更
な
る
充
実

し
た
母
校
の
近
況
を
早
く
知
ら
せ
る
べ
く
、
同
窓
会

報　

号
を
７
月
に
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な

４５
お
、
今
号
は　

月
に
発
行
を
予
定
し
て
い
る
会
員
名

１２

簿
の
住
所
確
認
の
た
め
、
全
会
員
へ
直
接
送
付
と
し

ま
し
た
。
次
号
（
平
成　

年
１
月
発
行
予
定
）
の
配

２７

布
方
法
は
従
来
通
り
に
戻
り
ま
す
。

�
　

４
年
に
一
度
の
会
員
名
簿
発
行
を
今
年　

月
に
予

１２

定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
が
届
け
ら
れ
た
住
所

が
、
同
窓
会
本
部
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

配
布
物
な
ど
が
返
却
さ
れ
る
理
由
に
、
市
町
村
合

併
な
ど
に
よ
る
郵
便
番
号
、
市
町
村
名
、
番
地
の
変

更
な
ど
が
多
数
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
本
部
と
し
て
は

極
力
郵
便
会
社
か
ら
の
情
報
を
得
て
、
調
査
し
て
い

ま
す
が
、
住
所
の
名
称
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は

新
住
所
を
速
や
か
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
卒
業
さ
れ
た
多
く
の
会
員
が
、
学
生

時
代
の
保
護
者
の
住
所
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
住
所
を
速
や
か
に
本
部
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

各
種
変
更
届
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
、

郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
名
簿
は
本
部
の
パ
ソ
コ
ン
で
管
理
し
て
い

ま
す
が
、
使
用
ソ
フ
ト
の
欠
点
で
ま
っ
た
く
異
な
る

氏
名
や
住
所
が
表
示
さ
れ
る
間
違
い
が
生
じ
る
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
し
、
今
後
十
分
に
留
意
し
、
管
理
い
た

し
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り 

  

今
年
度
は
会
員
名
簿
発
行
を
１２
月
に
予
定 

■
支
部
会
、
同
期
会
開
催
な
ど
の
報
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
報
告
文
に
集
合
・
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
を

添
付
し
て
電
子
メ
ー
ル
で
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
極

力
掲
載
い
た
し
ま
す
が
、
紙
面
編
集
の
都
合
で
掲
載

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
予
め
了
承
く
だ
さ

い
。

�
　

他
大
学
で
博
士
号
、
修
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た

方
。
国
会
議
員
、
市
町
村
長
、
県
議
会
議
員
等
に
選

出
・
再
選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
与
さ
れ
た
方
、
ご

逝
去
さ
れ
た
方
な
ど
。
情
報
提
供
者
を
特
定
で
き
る

よ
う
電
話
以
外
に
て
ご
連
絡
下
さ
い
。

�
　

申
請
か
ら
登
録
ま
で
は
、
同
窓
会
事
務
局
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。

　

１　

同
窓
会
事
務
局
へ
申
請
用
紙
の
請
求
を
す

る
。

　

２　

同
窓
会
よ
り
申
請
書
を
受
け
取
る
。

　

３　

申
請
書
に
記
載
漏
れ
の
無
い
よ
う
確
認
し
、

申
請
書
を
同
窓
会
事
務
局
へ
送
付
す
る
。（
フ

ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
添
付
で
は
不
可
）

　

４　

事
務
局
で
資
格
を
審
査
後
、
連
携
施
設
票
、

紹
介
フ
ォ
ー
ム
等
を
送
付
す
る
。

　

５　

会
員
か
ら
の
経
費
振
り
込
み
確
認
後
、
動
物

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
さ
れ
る
。

　

６　

登
録
後
は
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と
な

る
。　

  

次
に
該
当
さ
れ
る
方
は
本
部
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い 

  

連
携
動
物
病
院
申
請
に
つ
い
て 

�

庶
務
課　
　
　
　
　

（
平
成　

年　

月
か
ら
平
成　

年
５
月　

日
ま
で
）

２５

１２

２６

２０

○
新
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２６

　

助　

教

　
　

神
野　

信
夫
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅱ
）

　
　

田
村　

恭
一
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

　
　

塩
川　
　

舞
（
獣
医
保
健
看
護
学
基
礎
部
門
）

　
　

小
田　

民
美
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

小
柳　
　

円
（
動
物
生
体
防
御
学
）

○
新
任
（
平
成　

年
５
月
１
日
付
）

２６

　

助　

手

　
　

鈴
木　

周
二
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
再
任
（
平
成　

年
５
月
１
日
付
）

２６

　

特
任
教
授

　
　

山
田　
　

裕
（
獣
医
学
部
）

○
昇
任
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２６

　

教　

授

　
　

横
須
賀　

誠
（
病
態
獣
医
学
部
門
病
態
解
析
学
分
野
）

　
　

小
林
眞
理
子
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

　

准
教
授

母
校
近
状 

　
　

佐
々
木
典
康
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　
　

長
谷
川
大
輔
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

　
　

原
田　

恭
治
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅱ
）

　
　

山
本　

一
郎
（
基
礎
獣
医
学
部
門
形
態
機
能
学
分
野
）

　
　

松
原　

孝
子
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　

講　

師

　
　

中
田　

友
明
（
病
態
獣
医
学
部
門
病
態
解
析
学
分
野
）

　
　

宮
川　

優
一
（
臨
床
獣
医
学
部
門
治
療
学
分
野
Ⅰ
）

　
　

森　
　

昭
博
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

○
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２６

３１

　

助　

教

　
　

越
智　

広
樹
（
獣
医
微
生
物
学
）

○
任
期
満
了
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２６

３１

　

特
任
教
授

　
　

今
井　

壯
一
（
獣
医
学
部
）

○
解
く
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２６

３１

　

准
教
授
（
嘱
託
）

　
　

西
谷　

次
郎
（
シ
ス
テ
ム
経
営
学
）

○
定
年
退
職
（
平
成　

年
３
月　

日
付
）

２６

３１

　

教　

授

　
　

斎
藤　
　

徹
（
比
較
動
物
医
学
）

　
　

湯
本　

典
夫
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

○
名
誉
教
授
の
称
号
授
与
（
平
成　

年
４
月
１
日
付
）

２６

　

前
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学　

教
授

　
　

斎
藤　
　

徹
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�
選
考
委
員
長 

獣
医
保
健
看
護
学
科
教
授　
　
　
　
　

近
江　

俊
徳

　

梅
野
信
吉
賞
（
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術

賞
）
は
、
顕
著
な
研
究
業
績
を
あ
げ
本
学
の
栄
誉
に

貢
献
し
た
教
員
（
ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
を
含
む
、
た
だ

し
教
授
は
除
く
）
を
顕
彰
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
３
名
の
応
募
者
が
あ
り
２
学
部
４
学

科
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
含
む
）
の
教
授　

名
１５

で
構
成
さ
れ
る
当
該
選
考
委
員
に
よ
り
受
賞
者
の
選

考
を
行
っ
た
。
選
考
基
準
に
沿
っ
て
厳
格
に
選
考
し

た
結
果
、
国
際
的
な
学
術
誌
に
お
い
て
関
連
研
究
が

多
数
公
表
さ
れ
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
、
獣
医
学

科
獣
医
病
理
学
教
室
（
現
在
の
病
態
病
理
学
部
門
病

態
解
析
学
分
野
）
の
道
下
正
貴
講
師
に
決
定
し
た
。

　

道
下
正
貴
講
師
は
、
平
成　

年
３
月
に
日
本
獣
医

１２

畜
産
大
学
獣
医
学
科
を
卒
業
後
、
東
京
大
学
農
学
生

命
科
学
研
究
科
獣
医
学
専
攻
に
進
学
さ
れ
平
成　

年
１６

３
月
同
大
学
院
に
て
博
士
（
獣
医
学
）
を
取
得
し
、

ポ
ス
ト
ド
ク
タ
ー
と
し
て
２
年
間
国
立
が
ん
セ
ン

タ
ー
研
究
所
の
市
川
仁
博
士
の
も
と
で
ヒ
ト
急
性
骨

髄
性
白
血
病
の
が
ん
幹
細
胞
に
関
す
る
研
究
に
従
事

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成　

年
４
月
に
本
学
獣
医
病

１８

理
学
教
室
の
助
手
、
翌
年
同
月
助
教
（
学
校
教
育
法

改
正
に
よ
る
）、
平
成　

年
４
月
に
講
師
に
昇
任
さ

２４

れ
、
こ
の
間
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
最
新
の
技
術
を

い
ち
早
く
獣
医
学
分
野
に
導
入
し
現
在
も
勢
力
的
に

研
究
を
行
っ
て
き
た
。

　

梅
野
信
吉
賞
の
テ
ー
マ
は
「
犬
お
よ
び
猫
の
が
ん

幹
細
胞
標
的
療
法
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
で
あ
っ

た
。
研
究
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
２５
年
度 

梅
野
信
吉
賞
受
賞
者
決
定 

　
「
研
究
概
要
」

　

近
年
、
正
常
組
織
幹
細
胞
の
研
究
が
進
展
す
る
中

で
、
乳
が
ん
等
の
固
形
が
ん
に
お
い
て
も
が
ん
の
根

源
と
な
る

‘が
ん
幹
細
胞
’
の
存
在
が
報
告
さ
れ
、

正
常
の
幹
細
胞
シ
ス
テ
ム
に
類
似
し
た
分
化
階
層
シ

ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
本

研
究
で
は
極
め
て
病
態
進
行
が
早
く
、
効
果
的
な
治

療
が
な
い
犬
お
よ
び
猫
の
難
治
性
が
ん
で
あ
る
、
乳

が
ん
、
肝
細
胞
が
ん
、
骨
肉
腫
、
横
紋
筋
肉
腫
な
ど

を
対
象
と
し
、
そ
れ
ら
の
難
治
性
が
ん
の
根
絶
に
向

･

け
て
、
が
ん
幹
細
胞
の
同
定 

特
性
解
析
お
よ
び
そ

･

れ
ら
を
指
標
と
し
た
分
子
標
的
薬
の
探
索 

同
定
を

行
い
、
獣
医
療
に
お
け
る
が
ん
幹
細
胞
標
的
療
法
の

基
盤
を
形
成
し
た
。

　

梅
野
信
吉
賞
の
受
賞
式
は
、
平
成　

年
４
月
４
日

２６

本
学
ア
リ
ー
ナ
で
挙
行
さ
れ
た
入
学
式
の
中
で
行
わ

れ
、
池
本
学
長
か
ら
賞
状
お
よ
び
副
賞
（
同
窓
会
贈

呈
）
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
本
研
究
内
容
は
本
年
度

の
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
学
術
交
流
会
に
お
い
て

披
露
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

― 
○ 

― 
○ 

―

�

  

学
位
（
博
士
）
取
得
者 

大
学
院
課

学位（修士）取得者一覧（平成２５年１１月～平成２６年５月）

【応用生命科学専攻　博士前期課程】

所属教室学位授与年月日氏　　名学位記番号

食品機能化学平成 26年 3月 13 日 井上 　　 航 
いのうえ わたる

修応第 52号

乳肉利用学平成 26年 3月 13 日 内田 　 貴大 
うちだ たかひろ

修応第 53号

システム経営学平成 26年 3月 13 日 小渕 　 智子 
おぶち ともこ

修応第 54号

動物生産化学平成 26年 3月 13 日 君塚 　 万  里  恵 
きみづか ま り え

修応第 55号

食品機能化学平成 26年 3月 13 日 國分 　 由  希 
こくぶん ゆ き

修応第 56号

食品機能化学平成 26年 3月 13 日 後藤 　 真吾 
ごとう しんご

修応第 57号

食品工学平成 26年 3月 13 日 佐  々   木 　 友  理  恵 
さ さ き ゆ り え

修応第 58号

食品機能化学平成 26年 3月 13 日 長尾 　　 曉 
ながお あきら

修応第 59号

動物生産化学平成 26年 3月 13 日 長谷川 　 悦子 
はせがわ えつこ

修応第 60号

実験動物学平成 26年 3月 13 日 望月 　　 優 
もちづき ゆう

修応第 61号

【獣医保健看護学専攻　博士前期課程程】

所属教室学位授与年月日氏名学位記番号

獣医保健看護学応用部門平成 26 年 3月 13 日 石井 　 奈緒美 
いしい なおみ

修看第２９号

獣医保健看護学臨床部門平成 26 年 3月 13 日 上田 　 香織 
うえだ かおり

修看第３０号

獣医保健看護学臨床部門平成 26 年 3月 13 日 小野沢 　 栄  里 
おのざわ え り

修看第３１号

獣医保健看護学基礎部門平成 26 年 3月 13 日 小林 　　 羽 
こばやし つばさ

修看第３２号

獣医保健看護学基礎部門平成 26 年 3月 13 日 堀内 　 太郎 
ほりうち たろう

修看第３３号

獣医保健看護学臨床部門平成 26 年 3月 13 日 丸山 　 夏輝 
まるやま なつき

修看第３４号

学位（博士）取得者一覧（平成２５年１１月～平成２６年５月）

【獣医学専攻　博士課程】

所属教室学位授与年月日氏　　名学位記番号

獣医外科学平成 26年 3月 13 日 赤木 　 浩之 
あかぎ ひろゆき

博獣甲第１５８号

比較動物医学平成 26年 3月 13 日 浅野 　 潤三 
あさの じゅんぞう

博獣甲第１５９号

獣医臨床病理学平成 26年 3月 13 日 伊藤 　 慶太 
いとう けいた

博獣甲第１６０号

獣医外科学平成 26年 3月 13 日 岩田 　 宗峻 
いわた むねたか

博獣甲第１６１号

獣医内科学平成 26年 3月 13 日 鈴木 　 亮平 
すずき りょうへい

博獣甲第１６２号

獣医内科学第二平成 26年 3月 13 日 冨永 　 芳昇 
とみなが よしのり

博獣甲第１６３号

比較動物医学平成 26年 3月 13 日 加藤 　 雅裕 
かとう まさひろ

博獣甲第１６４号

獣医生化学平成 26年 5月 23 日 李 　　 格賓 
り かくひん

博獣甲第１６５号

生体分子化学平成 25年 11 月 22 日闍 橋
たかはし

    　 文人 
ふみひと

博獣乙第３１６号

獣医放射線学平成 26年 3月 13 日 保田 　 大治 
やすだ だいじ

博獣乙第３１７号

獣医生化学平成 26年 5月 23 日牧野    　ゆき
まきの

博獣乙第３１８号

【獣医保健看護学専攻　博士後期課程】

所属教室学位授与年月日氏名学位記番号

獣医保健看護学臨床部門平成 26 年 3月 13 日 小  田 　 民美 
お だ ひとみ

博看甲第１号

獣医保健看護学臨床部門平成 26 年 3月 13 日 佐伯 　 香織 
さえき かおり

博看甲第２号

【応用生命科学学専攻　博士後期課程】

所属教室学位授与年月日氏名学位記番号

食品化学平成 26年 5月 23 日 中村 　 幸信 
なかむら ゆきのぶ

博応乙第２号
他大学での学位取得〔2001,01,17（2014,2,17 同窓会受付）〕

飯島　治（獣医２８期）　　医学博士　東京医科大学（薬理学講座）
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�

教
務
・
学
生
課

　

平
成　

年
度
は
昨
年
度
よ
り　

歳
人
口
が
約
４
％

２６

１８

近
く
減
少
す
る
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
本
学
で
は
平

成　

年
度
入
学
試
験
に
お
い
て
、
昨
年
度
よ
り
志
願

２６
者
数
を
５
０
０
名
近
く
伸
ば
す
結
果
と
な
り
、
非
常

に
善
戦
し
た
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
、
今
年
度
入
試
よ
り
一
般
入
学

試
験
（
第
２
回
）
に
お
い
て
獣
医
学
科
を
除
く
３
学

科
間
の
併
願
を
導
入
し
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
で
あ

る
。
ま
た
、
来
年
度
入
試
か
ら
新
教
育
課
程
履
修
者

の
大
学
入
学
者
選
抜
が
開
始
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
旧

教
育
課
程
履
修
者
の
駆
け
込
み
需
要
（
複
数
大
学
併

願
受
験
）も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
本
学
を
含
む
高
等
教
育
機
関
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、
今
年
度
入
試
の
志
願
者
数

増
加
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
今
後
も
状
況
を
精
査

し
、
来
年
度
以
降
も
大
学
教
職
員
そ
し
て
同
窓
生
が

一
丸
と
な
っ
て
、
質
の
良
い
学
生
の
確
保
に
努
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
年
度
の
入
試
で
は
獣
医
学
科
の
編
入
学
試
験

（
学
士
）〔
入
学
年
次
は
２
年
次
〕
を
廃
止
し
、
特
別

選
抜
入
学
試
験
（
学
士
）〔
入
学
年
次
は
１
年
次
〕

を
、
獣
医
学
科
を
除
く
３
学
科
に
お
い
て
は
、
一
般

入
学
試
験
（
第
２
回
）
に
お
け
る
併
願
を
導
入
し
た
。

　

ま
た
、
志
願
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
途
に
入
学

検
定
料
の
支
払
い
を
従
来
の
金
融
機
関
窓
口
（
郵
便

局
を
除
く
）
だ
け
で
な
く
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
の
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
利
用
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の

払
い
込
み
も
可
能
と
し
た
。

　

平
成　

年
度
入
学
試
験
で
は
、
日
本
社
会
の
国
際

２７

化
に
対
応
し
卒
業
後
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
語
学
力
の

  

平
成
２６
年
度 

入
試
結
果 

高
い
学
生
確
保
に
向

け
、
特
別
選
抜
入
学
試

験
（
帰
国
子
女
）
の
枠

と
並
列
す
る
形
で
、
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
資
格

（
以
下
Ｉ
Ｂ
）
を
有
し

た
志
願
者
の
受
験
を
可

能
と
し
た
特
別
選
抜
入

学
試
験
（
Ｉ
Ｂ
取
得

者
）
を
導
入
す
る
。

※ 編入学・編入学 ( 学士 ) を除く平成２６年度入学者数
96名　獣医学科
103 名　獣医保健看護学科
101 名　動物科学科
88名　食品科学科
388 名　合　計

合計入学者数地区学科学部

96

1北海道

獣
医
学
科

獣
医
学
部

4東北
67関東甲信越
0北陸
2東海
7近畿
2中国
2四国
7九州・沖縄
4その他

103

1北海道

獣
医
保
健
看
護
学
科

3東北
80関東甲信越
0北陸
3東海
7近畿
1中国
2四国
4九州・沖縄
2その他

101

1北海道

動
物
科
学
科

応
用
生
命
科
学
部

1東北
89関東甲信越
0北陸
3東海
3近畿
2中国
2四国
0九州・沖縄
0その他

88

0北海道

食
品
科
学
科

1東北
81関東甲信越
0北陸
3東海
0近畿
1中国
1四国
0九州・沖縄
1その他

平成２６年度地区別入学者数

倍　率合格者数受験者数志願者数
試験区分学

科
学
部 H25H26H25H26H25H26H25H26

3.67 3.63 242488879090一般公募推薦〔推薦〕

獣
医
学
科

獣
医
学
部

―8.00 014848社会人〔特別選抜〕

4.00 ―104141帰国子女

2.40 2.80 5512141214獣医師後継者育成及び
地域獣医療支援

10.00 8.50 3230173017学士

18.71 23.74 3431636736639737センター試験利用入試

10.56 10.31 1041151,0981,1861,1031,188一般入学試験 ( 第 1回 )

16.52 19.46 2524413467469510一般入学試験 ( 第 2回 )

――1962022285251623512565合　計

2.82 2.46 282879697969一般公募推薦〔推薦〕
獣
医
保
健
看
護
学
科

―1.00 010101帰国子女〔特別選抜〕

3.93 4.18 5461212255212255センター試験利用入試

3.24 3.26 119129385421389426一般入学試験 ( 第 1回 )

5.09 7.33 111256886096一般入学試験 ( 第 2回 )

――212231732834740847合　計

――4084333017335030913412学　部　合　計

1.08 1.16 252527292729一般公募推薦〔推薦〕

動
物
科
学
科

応
用
生
命
科
学
部

1.00 1.00 151515指定校推薦

4.24 7.39 4141174303174304センター試験利用入試

2.70 2.43 157155424377433383一般入学試験 ( 第 1回 )

16.50 2.94 63699106108121一般入学試験 ( 第 2回 )

――230262725820743842合　計

2.07 1.63 141629262926一般公募推薦〔推薦〕

食
品
科
学
科

1.00 1.00 172217221722指定校推薦

7.39 11.27 1815133169133169センター試験利用入試 ( 第 1回 )

6.00 2.50 126565センター試験利用入試 ( 第 2回 )

2.35 3.10 11393266288276295一般入学試験 ( 第 1回 )

8.50 2.61 62351605970一般入学試験 ( 第 2回 )

―1.00 021212編入学〔編入学〕

1.00 1.00 111111学士

――170174504573522590合　計

――4004361229139312651432学　部　合　計

――8088694246474343564844総　合　計　

平成２６年度入学試験結果
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�

学
生
支
援
課

　

平
成　

年
３
月　

日
（
木
）
午
前　

時
か
ら
、
日

２６

１３

１０

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成　

年
度
学
位
記
授
与

２５

式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
に
お
い
て
午
前
中
に

学
部
、
午
後
に
大
学
院
の
授
与
式
が
そ
れ
ぞ
れ
挙
行

さ
れ
た
。

　

午
前
中
の
学
部
学
位
記
授
与
式
は
、
学
校
法
人
日

本
医
科
大
学
、
母
校
名
誉
教
授
、
同
窓
会
、
父
母

会
、
亜
細
亜
大
学
学
長
、
獣
医
師
会
な
ど
か
ら　

余
３０

名
の
来
賓
を
招
き
執
り
行
わ
れ
た
。

　

獣
医
学
科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

名
、
動

８４

９２

  

平
成
２５
年
度 

学
位
記
授
与
式 

物
科
学
科　

名
、
食
品
科
学
科　

名
の
合
計
３
４
９

８５

８８

名
に
学
位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。
引
き
続
き
学
長
式

辞
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
、
教
員
免
許
、
人
工
授
精
修

了
書
、
学
長
賞
、
獣
医
師
会
褒
賞
、
同
窓
会
長
賞
の

授
与
が
あ
っ
た
。
同
窓
会
、
父
母
会
の
記
念
品
贈

呈
、
卒
業
生
代
表
挨
拶
の
あ
と
学
歌
斉
唱
後
閉
会
と

な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
の
大
学
院
学
位
記
授
与
式
で
は
、
獣
医

学
専
攻
博
士
課
程
修
了
者
及
び
論
文
審
査
合
格
者　
１０

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者

及
び
博
士
後
期
課
程
修
了
者
８
名
、
応
用
生
命
科
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者　

名
の
合
計　

名
に
学

１０

２８

位
記
が
手
渡
さ
れ
た
。 

 

�

獣
医
学
科
長　

高
橋　

公
正

　

第　

回
獣
医
師
国
家
試
験
は
平
成　

年
２
月　

、

６５

２６

１８

　

日
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
合
否
結
果
が
３
月　

日
に

１９

１４

公
表
さ
れ
た
。
今
年
の
受
験
者
総
数
は
１
、
２
３
７

人
で
、
合
格
者
数
は
１
、
０
１
１
人
（　

・
７
％
）

８１

で
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
新
卒
が
９
２
２
人
（　

・
２

９０

％
）、
既
卒　

人
（　

・
４
％
）
で
あ
っ
た
。
昨
年

８４

４０

の
合
格
率
（
全
体　

・
８
％
、
新
卒　

・
４
％
、
既

８１

９０

卒　

・
０
％
）
と
比
較
し
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
結
果
で

３４
あ
っ
た
。
過
去
５
年
間
の
合
格
率
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
既
卒
は　

〜　

％
と
年
度
に
よ
り
変
動
が
み

３４

５３

ら
れ
る
が
、
新
卒
は　

〜　

％
と
ほ
ぼ
一
定
し
て
い

９０

９１

る
。
年
度
ご
と
の
受
験
者
の
レ
ベ
ル
、
出
題
内
容
の

難
易
度
の
違
い
を
考
慮
す
る
と
、
合
格
ボ
ー
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
上
下
し
な
い
限
り
合
格
率
を
一
定
に
保
つ
の

は
難
し
い
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
実
際

は
合
否
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
は
常
に　

％
に
設
定
さ

６０

れ
、
新
卒
の
平
均
合
格
率
は　

〜　

％
と
毎
年
不
動

９０

９１

で
あ
る
の
は
驚
き
で
あ
る
。

　

大
学
別
の
合
格
率
は
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
本
学

は
新
卒
受
験
者
数　

人
中
、
合
格
者
数　

人
（　

・

７７

６７

８７

０
％
）
で
あ
り
、
既
卒
受
験
者
数　

人
中
、
４
人

１１

（　

・
３
％
）
が
合
格
で
あ
っ
た
。
新
卒
、
既
卒
と

３６も
今
回
は
全
国
平
均
を
下
回
っ
た
。
こ
れ
は
全
国
獣

医
系　

大
学
中　

位
、
私
立
５
大
学
中
３
位
で
、
本

１７

１３

学
と
し
て
は
近
年
に
な
い
不
振
で
あ
っ
た
。
合
格
率

で
は
本
学
は
こ
こ
４
年
間
、　

回　

・
９
％
、　

回

６１

９８

６２

　

・
５
％
、　

回　

・
９
％
、　

回　

・
３
％
と
常

９０

６３

９８

６４

９４

に
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
き
た
だ
け
に
残
念
な
結
果

で
あ
る
。
新
卒
合
格
率
で
は
北
大
が
１
０
０
％
で
最

も
良
い
成
績
で
あ
っ
た
。

第
６５
回 

獣
医
師
国
家
試
験
の
本
学
結
果 

赫理事長祝辞 卒業生挨拶

学長式辞
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今
回
私
大
で
一
番
合
格
率
の
良
か
っ
た
酪
農
学
園

大
（　

・
８
％
）
で
は
、
国
試
対
策
と
し
て
卒
論
提

９６

出
時
期
を
早
め
、
グ
ル
ー
プ
勉
強
を
奨
励
し
た
と
聞

｢
｣

い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
こ
の 

グ
ル
ー
プ
勉
強 

は

本
学
の
伝
統
で
あ
り
、
そ
の
充
実
し
た
取
り
組
み
が

こ
れ
ま
で
の
好
成
績
を
支
え
て
き
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
本
学
で
は
最
近
は
こ
の
勉
強
法
が
形

骸
化
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
成
績

の
良
い
学
生
が
周
り
を
引
っ
張
り
、
得
意
す
る
分
野

を
周
り
に
伝
え
て
グ
ル
ー
プ
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
計
る
の
が
こ
の
勉
強
法
の
長
所
で
あ
る
。
我
々
教

員
は
今
回
の
結
果
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
分
析
を
し

っ
か
り
行
い
、
新
た
な
対
策
を
練
る
こ
と
は
不
可
欠

で
あ
る
が
、
学
生
も
本
来
の
「
グ
ル
ー
プ
勉
強
」
の

あ
り
方
を
も
う
一
度
考
え
て
頂
き
た
い
。
来
年
こ

そ
、
ご
期
待
に
添
え
る
る
よ
う
教
員
一
丸
と
な
っ
て

邁
進
し
た
い
。

�

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー　

清
水　

謙
一

　

こ
の
７
月
に
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
は
設
立
満

３
年
を
迎
え
ま
し
た
。
お
陰
様
で
学
生
達
に
も
そ
の

存
在
が
浸
透
し
、
通
称
「
キ
ャ
リ
セ
ン
」
を
訪
れ
る

学
生
の
数
も
日
に
日
に
増
え
て
い
ま
す
。
さ
て
、
昨

年
度
卒
業
生
の
学
科
別
の
就
職
状
況
で
す
が
、
獣
医

学
科
１
０
０
％
、
獣
医
保
健
看
護
学
科　

・
２
％
、

９６

動
物
科
学
科　

・
９
％
、
食
品
科
学
科　

・
３
％
と

９５

９７

全
体
的
に
昨
年
を
上
回
る
高
い
就
職
（
内
定
）
率
を

確
保
で
き
、
文
部
科
学
省
発
表
の
大
学
就
職
率

（　

・
４
％
）
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
学
科
別

９４の
内
訳
で
す
が
、
就
職
希
望
者
全
員
が
就
職
で
き
た

獣
医
学
科
で
は
、
本
学
の
最
大
の
特
徴
で
も
あ
る
小

動
物
獣
医
師
に　

・
８
％
が
進
み
、
近
年
で
最
も
高

６８

い
比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
公
務
員
獣
医
師

平
成
２５
年
度 

卒
業
生
就
職
状
況 

　

・
１
％
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
な
ど
の
産
業
動
物
獣
医
師

１３
　

・
５
％
と
な
り
ま
し
た
。
獣
医
保
健
看
護
学
科
で

１１は
就
職
者
の
う
ち
、
動
物
病
院
看
護
師
が　

・
８
％

４０

と
昨
年
よ
り
８
％
程
減
少
し
た
分
、
動
物
に
関
わ
る

教
育
関
連
機
関
、
公
務
員
・
教
師
の
道
を
選
ん
だ
学

生
が　

・
６
％
と
高
い
割
合
を
示
し
ま
し
た
。
ま

３１

た
、
ペ
ッ
ト
・
医
療
関
連
で
の
新
し
い
就
職
先
を
開

拓
し
て
く
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
動
物
科
学
科

で
は
就
職
者
の
う
ち
、
動
物
関
連
の
飼
料
・
食
品
、

医
薬
品
等
の
製
造
業
が　

・
０
％
と
人
気
が
高
く
な

３０

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
大
切
な
畜
産
業
に
も
後
継
者

の
就
職
も
あ
り
比
率
が
持
ち
直
し　

・
０
％
が
就
職

１０

し
ま
し
た
。
学
科
特
徴
が
活
か
さ
れ
て
い
る
動
物
実

験
・
治
験
検
査
関
連
業
界
で
も　

・
１
％
と
高
い
比

１７

率
を
示
し
て
い
ま
す
。
食
品
科
学
科
で
は
食
品
製
造

業
志
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
就
職
者
の
う
ち

　

・
１
％
と
低
下
傾
向
に
あ
っ
た
製
造
業
比
率
が
回

４３復
し
明
る
い
陽
射
し
が
が
見
え
ま
し
た
。
ま
た
食
品

流
通
業
の
商
社
・
卸
、
外
食
産
業
な
ど
の
フ
ー
ド

サ
ー
ビ
ス
関
連
が　

・
０
％
、
今
年
は
検
査
分
析
・

２５

衛
生
サ
ー
ビ
ス
業
に
就
く
比
率
が
下
が
り
ま
し
た
。

景
気
の
回
復
基
調
を
背
景
に
、
各
々
の
学
科
と
も
本

学
の
学
び
の
特
徴
を
発
揮
で
き
た
就
職
実
績
を
収
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
７
月　

日
に
は
獣
医
学

１１

科
Ｏ
Ｂ
で
現
在
帝
人
フ
ァ
ー
マ
（
株
）
代
表
取
締
役

社
長
の
宇
野
洋
氏
を
お
招
き
し
「
特
別
就
職
ガ
イ
ダ

ン
ス
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
後
と
も
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
セ
ン
タ
ー
に
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

 

�

学
生
支
援
課

　

学
長
賞
、
公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、

同
窓
会
長
賞
は
最
終
学
年
を
対
象
と
し
て
選
出
さ

れ
、
武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
ま

た
、
欅
賞
は
課
外
活
動
等
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を

収
め
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
。
授
与
は
最
終
学
年
は
学

位
記
授
与
式
に
て
表
彰
さ
れ
、
在
学
生
は
入
学
式
に

て
表
彰
さ
れ
た
。

  

平
成
２５
年
度 

学
生
表
彰 

獣医師国家試験の結果（大学別）

第６５回
大学名

区 
分 受験者数合格者数受験者数

424141北海道大学

新 
卒 
者

343336帯広畜産大学

353034岩手大学

292831東京大学

403438東京農工大学

323134岐阜大学

333536鳥取大学

332733山口大学

302932宮崎大学

352830鹿児島大学

454145大阪府立大学

141121125酪農学園大学

144119139北里大学

886777日本獣医生命科学大学

144127140日本大学

153131151麻布大学

1,0589221,022新卒者数計

40.4%84208既　卒　者

71.4%57受験資格認定者

－－－予備試験合格者

81.7%1,0111,237合　　　　計

平成２５年度学生表彰
学長賞他受賞者

氏名学年学科表彰種別

氏名学年学科代表者種別

戸上　絵理6年獣医学科学長賞

青木　幸奈4年獣医保健看護学科学長賞

田島　広大4年動物科学科学長賞

宮本　友香4年食品科学科学長賞

竹下　恭平6年獣医学科社）日本獣医師会褒章

三河　翔馬6年獣医学科同窓会長賞

石田　美保4年獣医保健看護学科同窓会長賞

根本　真有4年動物科学科同窓会長賞

白倉　敏子4年食品科学科同窓会長賞
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古山　裕樹6年獣医学科武蔵野賞

萩原　文乃6年獣医学科武蔵野賞

武井　和奏2年獣医保健看護学科武蔵野賞

砂田　瞳2年獣医保健看護学科武蔵野賞

川本　好栄2年獣医保健看護学科武蔵野賞

近藤　真由香3年獣医保健看護学科武蔵野賞

松永　惟3年獣医保健看護学科武蔵野賞

梅津　萌子3年獣医保健看護学科武蔵野賞

杉浦　奈都子4年獣医保健看護学科武蔵野賞

池田　美奈子4年獣医保健看護学科武蔵野賞

松本　みのり4年獣医保健看護学科武蔵野賞

沖　裕一朗2年動物科学科武蔵野賞

大木　妙子2年動物科学科武蔵野賞

伏居　南美2年獣医学科武蔵野賞

柴　舞華2年獣医学科武蔵野賞

永島　さより2年獣医学科武蔵野賞

田中　菜都子3年獣医学科武蔵野賞

佐藤　貴3年獣医学科武蔵野賞

紺谷　早紀3年獣医学科武蔵野賞

藤原　万里子4年獣医学科武蔵野賞

奈良橋　里美4年獣医学科武蔵野賞

石川　涼子4年獣医学科武蔵野賞

林　麻央5年獣医学科武蔵野賞

榊　基5年獣医学科武蔵野賞

木原　友子5年獣医学科武蔵野賞

羽原　誠6年獣医学科武蔵野賞

白川　静2年動物科学科武蔵野賞

闍橋　菜摘3年動物科学科武蔵野賞

沼田　歩美3年動物科学科武蔵野賞

鈴木　晶乃3年動物科学科武蔵野賞

安田　紗紀恵4年動物科学科武蔵野賞

金子　一規4年動物科学科武蔵野賞

今田　健斗4年動物科学科武蔵野賞

菅野　究2年食品科学科武蔵野賞

樋渡　美帆2年食品科学科武蔵野賞

岡田　彩加2年食品科学科武蔵野賞

川島　彩3年食品科学科武蔵野賞

徳村　友里子3年食品科学科武蔵野賞

佐伯　由真3年食品科学科武蔵野賞

闍久　未樹4年食品科学科武蔵野賞

松本　莉沙4年食品科学科武蔵野賞

粂井　和奈4年食品科学科武蔵野賞

酒井　敦弘部長馬術部欅賞

酒井　敦弘部長馬術部欅賞

�

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー

　

平
成　

年
４
月
４
日
（
金
）
午
前　

時
か
ら
「
日

２６

１０

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体

育
館
）
に
お
い
て
、
学
校
法
人
理
事
、
日
本
医
科
大

学
関
係
者
、
母
校
名
誉
教
授
、
同
窓
会
役
員
、
父
母

会
役
員
な
ど
来
賓
出
席
の
も
と
挙
行
さ
れ
た
。

　

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
２
名
、
獣
医
保
健
看
護
学

専
攻
博
士
前
期
課
程
７
名
、
同
後
期
課
程
２
名
、
応

用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程　

名
、
同
後
期
課

１２

程
１
名
、
獣
医
学
科　

名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
１

９６

０
３
名
、
動
物
科
学
科
１
０
１
名
、
食
品
科
学
科　
８８

名
、
食
品
科
学
科
学
士
編
入
生
２
名
の
合
計
４
１
４

名
が
入
学
し
た
。

　

新
入
生
紹
介
に
始
ま
り
、
学
長
式
辞
、
来
賓
祝
辞

  

平
成
２６
年
度 

入
学
式 

の
後
、
同
窓
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
引
き

続
き
学
生
表
彰
、
梅
野
信
吉
賞
の
授
与
式
が
あ
り
学

科
斉
唱
後
閉
会
し
た
。

池本学長式辞

←
中
條
会
長
祝
辞

←
学
生
表
彰
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日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
獣
医
学
部
長　
　
　
　
　

　

新
井　

敏
郎

　

本
年
度
よ
り
「
学
術
交
流
会
」
を
改
組
し
、「
獣

医
生
命
科
学
会
」
を
組
織
し
学
内
の
研
究
活
性
化
を

図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
文
部
科
学
省
の
指
導
に
よ
り

大
学
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
再
定
義
を
義
務
付
け
ら
れ
、

各
大
学
の
特
徴
を
社
会
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
教
育
、
研
究

成
果
の
可
視
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
為
に
各

大
学
は
、
特
色
あ
る
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
、
教
育
技
術

の
高
度
化
の
為
の
講
習
会
開
催
や
大
学
院
学
生
、
研

究
生
等
の
研
究
発
表
の
場
と
し
て
の
学
内
学
会
の
整

備
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
対
応
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
学
で
は
学
術
交
流
会
が
学
生
、
卒
業

生
、
教
員
の
研
究
を
繋
ぐ
場
と
し
て
機
能
し
て
き
ま

し
た
が
、
大
学
に
主
体
性
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

文
部
科
学
省
の
求
め
る
も
の
と
は
若
干
趣
を
異
に
し

て
い
た
。
ま
た
、
獣
医
学
科
で
は
国
際
水
準
の
獣
医

学
教
育
の
実
施
に
向
け
た
教
育
改
善
・
充
実
の
た
め

の
作
業
が
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
策
定
、
研
究
教

育
体
制
の
充
実
、
分
野
別
第
三
者
評
価
の
導
入
・
実

施
、
共
用
試
験
の
導
入
実
施
、
動
物
病
院
・
実
習
環

境
の
改
善
を
５
本
柱
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
作
業
の
次
の
段
階
と
し
て
国
際
化
へ
の
対
応
と
大

学
院
研
究
の
高
度
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
学
内
学

会
の
設
置
は
、
研
究
体
制
の
支
援
充
実
と
考
え
る

と
、
そ
の
対
応
策
の
一
つ
と
な
り
得
る
。

　

国
際
化
に
向
け
て
教
育
研
究
体
制
の
改
善
が
既
に

進
ん
で
い
る
日
本
医
科
大
学
に
は
医
学
会
が
設
置
さ

れ
、
学
内
の
研
究
活
動
の
充
実
に
大
き
な
力
を
発
揮

し
て
い
る
。
こ
の
医
学
会
を
範
に
本
学
に
も
「
獣
医

生
命
科
学
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当

面
、
池
本
学
長
を
学
会
長
と
し
て
、
そ
の
下
に
学
会

運
営
の
為
の
事
務
局
を
置
き
、
事
務
局
長
を
獣
医
学

部
長
が
務
め
る
体
制
と
し
た
。
第
一
回
大
会
開
催
に

向
け
て
は
、
獣
医
学
部
長
を
大
会
長
と
し
て
、
獣
医

学
部
の
川
角
浩
講
師
が
実
行
委
員
会
責
任
者
と
い
う

立
場
で
運
営
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
た
。
学
会

事
務
局
の
仕
事
と
し
て
、
１
学
会
の
運
営
、
２
定
年

教
員
の
最
終
講
演
会
の
開
催
、
３
学
会
誌
の
発
行
を

予
定
し
て
い
る
。
学
会
機
能
が
充
実
す
れ
ば
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
学
科
・
学
部
間
の
共
同
研
究
が
増
え
、

ト
ラ
ン
ス
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
サ
ー
チ
の
展
開
が
進
む

と
同
時
に
、
卒
業
生
の
生
涯
教
育
、
研
究
の
充
実
も

図
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

皆
様
方
に
は
、
学
術
交
流
会
の
改
組
、
獣
医
生
命

科
学
会
の
設
置
に
つ
い
て
ご
了
承
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
学
会
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

学
術
交
流
会
を

獣
医
生
命
科
学
会
に

　
　
　
　
　

改
組
し
て
開
催

１
３
０
周
年
記
念
合
同
教
育
棟
が
竣
工

赫理事長の挨拶

竣工式会場

　

平
成　

年
３
月　

日
（
日
）
に
１
３

２６

１６

０
周
年
記
念
合
同
教
育
棟
の
竣
工
式
が

執
り
行
わ
れ
た
。
こ
の
、
合
同
教
育
棟

の
外
観
、
施
設
の
一
部
を
写
真
で
紹
介

す
る
。
各
階
の
詳
細
は
本
会
報　

頁
の

１４

「
１
３
３
年
目
の
変
革
」（
池
本
学
長
）

を
ご
参
照
下
さ
い
。

第 1回　獣医生命科学会
日時：平成２６年１１月９日（日）午前１０時から
場所：日本獣医生命科学大学Ｅ棟内

予定されている企画
○シンポジウム
・獣医学教育・研究の国際化への対応（国際シ
ンポジウム）
・獣医保健看護学科１０周年特別シンポジウム
○学科（分科会）主催企画
○一般講演（ポスター）
　　

一般講演申込み・資料請求・問い合わせ：平成
２６年７月３０日以降に川角事務局長まで。個人へ
の郵送での案内はいたしません、詳細について
は母校のウエブサイトで確認してください。
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A

C

D

本
館

線
央
中

Ａ棟：アリーナ、カフェテリア
Ｂ棟：図書館、講義室
Ｃ棟：動物医療センター
Ｄ棟：獣医学科研究室・実習室
Ｅ棟：合同教育棟

B

母校空撮

←
夜
の
Ｅ
棟

Title:701四2 同窓会報第45号 Page:11 



ブリッジより地下階を望む

Ｂ棟ピロティーよりＥ棟の正面玄関

　

←
北
東
よ
り
、
右
は
Ｂ
棟
、
正
面
に
Ｃ
棟　
　

南側道路よりの全景

（12）日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４５ 号平成 ２６ 年７月
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←
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

（13） 日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４５ 号 平成 ２６ 年７月
　

←
ラ
ウ
ン
ジ

　
　

→
研
究
・
教
育
フ
ロ
ア
ー
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講義室

　

←
地
下
一
階
中
央
通
路　
　

地下シャワー室

研究室
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→
多
目
的
フ
ロ
ア

　
　

←
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

　
　

→
武
道
場

（15） 日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４５ 号 平成 ２６ 年７月
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（16）日本獣医生命科学大学同窓会報　第 ４５ 号平成 ２６ 年７月

　

同
窓
会
の
皆
様
、
御
元
気
の
事
と
拝
察
致
し
ま

す
。

　

母
校
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
は
、
１
３
３
年

目
に
し
て
、
大
学
史
に
新
し
い
１
頁
を
書
き
加
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
本
年
４
月　

日
御

１１

案
内
の
よ
う
に
新
築
さ
れ
た
合
同
教
育
棟
（
Ｅ
棟
）

に
同
一
法
人
日
本
医
科
大
学
医
学
部
基
礎
科
学
課
程

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
１
１
４
名
と
教
員　

名
、
職
員

１７

７
名
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
で
す
。
今
の
と
こ
ろ
教
育

と
事
務
機
能
は
順
調
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
何
故
医
学
部
の
１
年
生
を
受
入
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
経
緯
と
真
相
を
皆
様
に

御
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

蘆 

異
学
同
棟

　

何
故
、
医
学
部
基
礎
科
学
課
程
が
武
蔵
境
に
、
そ

の
理
由
は
、
学
校
法
人
日
本
医
科
大
学
の
社
会
貢
献

で
す
。
人
口
減
の
日
本
と
は
い
え
、
川
崎
市
武
蔵
小

杉
・
新
丸
子
地
区
は
人
口
激
増
地
帯
、
早
速
の
不
足

は
初
等
教
育
施
設
で
す
。
財
政
不
如
意
の
川
崎
市
は

日
本
医
科
大
学
新
丸
子
校
舎
に
着
目
し
、
そ
の
借
用

を
申
入
れ
ま
し
た
。
法
人
は
熟
慮
の
結
果
、
川
崎
市

の
要
望
に
応
え
ら
れ
た
の
で
す
。
一
方
、
本
学
は
耐

震
性
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
獣
医
保
健
看
護
学
科
教

育
施
設
の
改
善
及
び
４
学
科
の
教
育
・
研
究
施
設
一

元
化
な
ど
の
要
望
を
法
人
は
受
入
れ
て
頂
き
、
同
時

に
新
丸
子
校
舎
の
代
替
と
し
て
医
学
部
基
礎
科
学
課

程
の
教
育
・
研
究
施
設
を
含
め
た
合
同
教
育
棟
（
Ｅ

棟
）
の
建
設
を
決
断
さ
れ
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

Ｅ
棟
、
そ
の
配
分
概
要
は
、
地
下
１
階
は
、
体
育

施
設
・
学
生
用
諸
施
設
・
動
物
実
験
室
な
ど
、
１
階

は
事
務
室
・
会
議
室
・
学
生
ホ
ー
ル
な
ど
、
２
階
は

日
本
医
大
基
礎
科
学
課
程
の
講
義
室
・
実
習
室
、
３

階
は
日
本
医
大
基
礎
科
学
課
程
の
研
究
室
・
事
務
室

な
ど
、
４
階
は
獣
医
学
部
獣
医
保
健
看
護
学
科
、
５

階
は
応
用
生
命
科
学
部
動
物
科
学
科
、
６
階
は
応
用

生
命
科
学
部
食
品
科
学
科
と
し
て
完
成
し
、
そ
れ
ぞ

れ
学
科
の
教
育
・
研
究
目
的
に
相
応
し
い
構
成
に
よ

り
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
７
階
は
本
学
の
全
学
科
と
医

学
部
基
礎
科
学
課
程
の
共
通
利
用
実
習
室
と
し
て
完

成
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
、
Ｂ
棟
の
図
書
館
施
設
を
拡
張
し
て
医
学

部
基
礎
科
学
課
程
の
図
書
を
移
転
し
、
前
図
書
館
の

隣
接
教
室
を
図
書
閲
覧
室
に
改
装
す
る
こ
と
に
よ

り
、
機
能
的
な
図
書
館
を
再
構
築
し
ま
し
た
。
ど
う

か
、
同
窓
生
の
皆
様
も
利
用
し
て
下
さ
い
。

　

体
育
施
設
、
東
京
大
学
農
学
部
田
無
農
場
の
一
部

分
譲
は
、
当
時
の
小
宮
山
総
長
に
赫
理
事
長
と
共
に

お
願
い
に
伺
い
進
展
し
て
い
ま
し
た
が
、
価
格
問
題

を
含
め
破
談
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
対
応
と
し
て

は
、
北
総
地
区
に
本
格
的
運
動
施
設
開
発
計
画
が
決

定
し
、
す
で
に
準
備
に
入
っ
て
い
ま
す
。
完
成
ま
で

の
間
、
現
在
、
本
学
で
実
施
し
て
い
る
公
的
既
設
体

育
施
設
等
の
時
間
借
用
な
ど
を
参
考
と
し
て
、
医
学

部
基
礎
科
学
課
程
と
協
議
し
、
短
期
、
中
期
の
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

蘆 

教
育
再
生

　

安
倍
政
権
の
肝
い
り
に
よ
り　

世
紀
の
日
本
に
相

２１

応
し
い
教
育
体
制
の
構
築
を
目
的
と
し
た
《
教
育
再

生
実
行
会
議
》
が
発
足
し
、
昨
年　

月
末
に
発
表
さ

１０

れ
た
最
初
の
提
言
に
よ
り
ま
す
と
、
①
現
行
の
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
改
変
し
、
成
績
を
点
数
で
は

な
く
、
上
位
か
ら
下
位
ま
で
何
段
階
か
に
ラ
ン
ク
分

け
を
し
て
表
示
す
る
。
②
意
欲
や
潜
在
能
力
を
有
す

る
学
生
を
入
れ
る
た
め
、
面
接
や
課
外
活
動
、
留
学

経
験
な
ど
に
よ
り
人
物
本
位
の
選
抜
に
転
換
す
る
。

な
ど
を
骨
子
と
し
た
提
言
で
あ
り
、
５
〜
６
年
後
の

実
施
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
提
言
に
対
し

て
、
人
物
本
位
の
入
試
は
《
育
ち
の
良
さ
》
次
第
で

決
ま
る
公
算
が
強
く
、
大
学
力
は
衰
え
る
と
し
た
批

判
、
ま
た
勉
強
こ
そ
人
間
を
作
る
基
本
、
改
革
す
べ

き
は
入
試
制
度
で
は
な
く
、
教
育
内
容
で
あ
る
。
と

し
た
識
者
の
痛
烈
な
批
判
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
昨
今

で
す
。
続
い
て
、
２
次
、
３
次
の
提
言
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
直
ち
に
そ
れ
を
受
入
れ
大
学
改
革
、

学
生
力
の
強
化
策
を
実
践
す
る
こ
の
難
し
さ
は
否
め

ま
せ
ん
。

　

本
学
で
は
２
学
部
４
学
科
共
に
平
成　

年
度
よ
り

２７

教
科
構
成
す
な
わ
ち
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
変
を
行
い

ま
す
。
応
用
生
命
科
学
部
の
食
品
科
学
科
が
先
駆

け
、
動
物
科
学
科
も
そ
れ
に
続
き
、　

世
紀
対
応
型

２１

の
教
科
編
成
に
改
革
し
、
そ
の
実
効
性
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

獣
医
学
部
獣
医
保
健
看
護
学
科
は
、
未
達
で
あ
る

国
家
試
験
制
度
の
獲
得
を
前
提
と
し
た
統
一
試
験
に

踏
み
出
し
、
試
験
及
び
就
業
実
態
に
即
し
た
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
本
学
主
導
に
よ
り
編
成
し
て
試
行
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
獣
医
学
科
は
平
成　

年
度
か
ら
全
学

２７

年
実
施
と
な
る
待
望
の
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
見
据
え

た
講
座
の
再
編
成
に
着
手
し
、
全
国　

獣
医
学
科
の

１６

モ
デ
ル
と
評
価
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ

の
成
果
こ
そ
大
学
の
品
格
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

蘆 

教
育
の
語
源
は
愛

　

日
本
の
学
校
教
育
の
強
み
は
初
等
・
中
等
教
育
の

総
合
的
な
教
育
力
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　

年
前
、

７０

私
の
小
学
校
時
代
は
国
民
学
校
、
中
等
教
育
時
代
は

戦
争
中
で
勤
労
奉
仕
漬
け
。
小
学
校
で
は
１
人
の
担

任
に
全
教
科
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
先
生
方
の
顔
は

今
で
も
鮮
明
に
浮
か
び
ま
す
。
そ
れ
が
教
育
の
原
点

な
の
だ
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
２
年
生
担
任
の

林
先
生
は
戦
死
を
さ
れ
ま
し
た
。
優
し
く
厳
格
な
先

生
で
し
た
。
６
年
生
時
代
の
福
光
先
生
は
吉
田
松
陰

の
現
代
師
の
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
の
教
師
の
象
徴
は
吉
田
松
陰
。
教
師
と
し
て

最
も
大
切
な
愛
、
子
供
の
長
所
を
引
き
出
し
、
日
本

を
変
え
る
原
動
力
と
な
る
若
者
を
育
て
ら
れ
ま
し

た
。
昨
年
末
に
発
表
さ
れ
た
経
済
協
力
開
発
機
構
の

学
習
達
成
調
査
（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
で
日
本
は
３
分
野
で

ト
ッ
プ
水
準
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
先
生
方
の
教
育
力

で
し
ょ
う
か
。

　

大
学
の
世
界
評
価
も
近
年
の
話
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
に
日
本
で
は
東
大
の　

番
３０

が
ト
ッ
プ
、
次
い
で
京
大
、
私
学
で
は
慶
応
、
早
稲

田
が
３
０
０
番
代
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
主
流
は
い
ず
れ

も
世
界
の
大
規
模
大
学
ば
か
り
で
す
。
無
数
と
い
わ

れ
る
程
多
い
世
界
の
大
学
の
中
で
こ
の
評
価
は
低
く

な
い
と
し
た
識
者
の
見
解
に
、
私
は
同
感
で
す
。

　

さ
て
、
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
の
未
来
は
、
そ

れ
は
全
教
職
員
の
双
肩
に
か
か
る
教
育
力
と
考
え
て

い
ま
す
。《「
教
え
る
」
の
語
源
は
「
愛
し
む
」》
と

吉
田
松
陰
は
語
っ
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
皆
様
本
年

も
何
卒
よ
ろ
し
く
ご
支
援
下
さ
い
。

　

池 

本 

卯 

典

１
３
３
年
目
の
変
革
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